
わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5年（2023 年）1月 10 日発行 （ 2 ）第 68 号

　11月 8日、天皇皇后両陛下隣席のもと、東京両国の国技館で全老連
創立60周年記念全国老人クラブ大会が開催されました。式典と講演の
２部構成で、全国から老人クラブ代表者 850人の参加がありました。
　第1部式典では、天皇陛下より「老人クラブが、我が国における高齢
者の社会参加や明るい地域づくりのために重要な役割を果たしていくこ
とを期待しております」など、おことばを賜りました。この後、厚生労働
大臣表彰と全老連会長表彰の対象の個人244 名と299 団体の方が表彰
されました。
　第 2部では、アトラクションとして相撲甚句が披露され、「老いてこそユー
モア」と題して作家の阿刀田高氏により記念講演が行われました。続いて、
次回開催の秋田県老連会長のあいさつがあり、全老連副会長のことばで
閉会となりました。
　名古屋市老連の受賞者は次の方々です。
【厚生労働大臣表彰】
◎老人クラブ育成功労者／犬飼鐐治、加納年子　
◎優良老人クラブ／西柵下長寿クラブ（南区老連）　
◎優良老人クラブ連合会／中川区老連
【全老連会長表彰】
◎老人クラブ育成功労表者／丸岡裕、村瀬勝男

　

北
区
ア
ー
バ
ン
ラ
フ
レ
志
賀
寿
会
の
山

ノ
内
登
志
江
さ
ん
か
ら
市
老
連
に
対
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
1
0
0
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
老
連
で
は
、
寄
付
金
を
市
老
連
設
立

60
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
市
老
連
行
事
等

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
全

て
の
年
代
の
人
が
希
望
に
応
じ
て
意

欲
・
能
力
を
い
か
し
て
活
躍
で
き
る
エ

イ
ジ
レ
ス
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、
年
齢
に
と
ら

わ
れ
ず
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
実
践

さ
れ
社
会
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

に
エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
授
与
し
、
広
く
全

国
に
紹
介
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
4
年
度
、
こ
の
章
に
名
古
屋
市

か
ら
は
唯
一
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
の
三

溝
芳
隆
会
長
が
選
ば
れ
、
10
月
31
日
に

吹
上
ホ
ー
ル
で
表
章
式
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
で
の
社
会
奉
仕
活
動
や
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
の
長
年
の
ご
活
躍

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
受
章
後
、
三

溝
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
今

日
ま
で
続
け
て
こ
れ
ま
し
た
。
な
ご
や

か
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
私
の
生
き
が
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

内
閣
府

内
閣
府

エ
イ
ジ
レ
ス
章

エ
イ
ジ
レ
ス
章
をを
受
章
受
章

三
溝
会
長
、

三
溝
会
長
、

全国老人クラブ大会の開全国老人クラブ大会の開催催
全国老人クラブ連合会創立６０周年記念全国老人クラブ連合会創立６０周年記念

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、

　
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
実
践

　
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
実
践

「健康麻雀大会」と記載の上、住所・氏名・電話番号・
所属クラブを明記し、名古屋市老人クラブ連合会（〒462-
0844 名古屋市北区清水四丁目17-1 名古屋市総合社会
福祉会館 6階）まで。はがき・市老連ホームページにあ
る応募用メールフォームを使って応募してください。

応 募 先

開 催 日 時 令和5年 3月17日㈮　午前11時から

会 場 「麻雀ウィング」
名古屋市中村区椿町 3-19 ウイングビル3F 名古屋駅西

内 容 4人打ちで東場・南場の半荘を1試合とし、3試合
行い総得点で順位を決定します。

参 加 者 数 32名（各区 2名）
※応募者多数の場合は、抽選により参加者を決定します。

参 加 費 1人 500 円

申込締切日 令和5年 2月10日㈮ 必着

記念講演記念講演


